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戦略的創造研究推進事業とは制度説明

国の科学技術政策や社会的・経済的ニーズ等を踏まえて、
国（文部科学省）が戦略的な目標（戦略目標）を設定

• JSTは戦略目標の達成に向けて、戦略的な基礎研究を推進し、社会・経済の変革を

もたらす科学技術イノベーションを生み出す、新たな科学知識に基づく革新的技術の

シーズを創出する。

• 戦略目標の下に、推進すべき研究領域とその責任者である研究総括（プログラムオ

フィサー）を設定。研究総括は、産・学・官の枠を超えた最適な研究者・研究課題を編

成（ネットワーク型研究所）し、戦略目標の達成に向けた研究領域運営を行う。

• 研究者は、研究総括の運営のもと、他の研究者や研究成果の受け手となる産業界

や広く社会の関与者とのネットワークを構築しながら、研究を推進する。

JSTにおいてネットワーク型研究を推進

科学技術イノベーションの創出へ 2
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ネットワーク型研究所の標準的モデル制度説明
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「CREST」とは

研 究 期 間
研 究 費

(直接経費)

5.5年以内
総額1.5～5億円/チーム

科学技術イノベーションにつながる卓越した成果
を生み出すネットワーク型研究 （チーム型）

⚫ 戦略目標の達成に向けて、独創的
で国際的に高い水準の目的基礎研
究を推進

⚫ 科学技術イノベーションに大きく寄
与する、新たな科学的知識に基づく
創造的で卓越した新技術シーズを
創出

⚫ 我が国のトップ研究者が率いる複数
のベストチームが、チームに参加す
る若手研究者を育成しながら、戦略
目標の達成に向けて研究を推進
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CREST
(Core Research for Evolutionary Science 

and Technology)

制度説明

※研究領域により上限の設定が異なる場合
がありますので、研究提案募集ウェブサイトを
ご確認下さい。

※詳細は募集要項第2章をご確認ください。



「さきがけ」とは

さきがけ
(Precursory Research for Embryonic 

Science and Technology)

科学技術イノベーションの源泉を生み出す
ネットワーク型研究（個人型）

⚫ 国が定める戦略目標の達成に向けて、
独創的・挑戦的かつ国際的に高水準
の発展が見込まれる先駆的な目的基
礎研究を推進

⚫ 科学技術イノベーションの源泉となる、
新たな科学知識に基づく創造的な新技
術シーズを世界に先駆けて創出

⚫ 若手研究者が、異分野の研究者ネット
ワークを形成しながら、若手ならでは
のチャレンジングな研究を推進
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制度説明

研 究 期 間
研 究 費

(直接経費)

3.5年以内
総額3～4千万円

※研究領域により上限の設定が異なる場合
がありますので、研究提案募集ウェブサイトを
ご確認下さい。

※詳細は募集要項第3章をご確認ください。
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「ACT-X」とは制度説明

独創的・挑戦的なアイデアを持つ若手研究者の
「個の確立」を支援するネットワーク型研究（個人型）

＊ ACT-X実施中でのさきがけへの応募が可能
（採択された場合にはACT-Xを早期終了）

＊ 大学院生が採択された場合は、自身のRA等経費の
申請が可能

個人研究者の公募・選定

きめ細やかなマネジメント

領域会議

個人
研究者

研究総括

研究領域

アドバイザー

研 究 期 間
研 究 費

(直接経費)

2.5年以内
総額450～600万円

ACT-X

※研究領域により上限の設定が異なる場合
がありますので、研究提案募集ウェブサイトを
ご確認下さい。

⚫ 国が定める戦略目標の達成に向けて、博
士の学位取得後8年未満の若手研究者の
自立的で挑戦的な研究を推進

*  博士の学位未取得の場合は、学士の学位取得後13年未満

（学位取得後の産前・産後休暇・育児休業の期間を除く）

*  上記に関わらず、学生の方は大学院生に限り応募が可能

⚫ 担当アドバイザーがきめ細やかなアドバイ
ス・指導を行い、さきがけ等につながる
テーマとして戦略的に育成

⚫ 研究総括やアドバイザーと参画研究者が
集まる領域会議等を行い、若手研究者同
士の相互のネットワークを形成

⚫ さらなる飛躍が期待される課題は、加速
フェーズとして1年間の追加支援
（研究開始２年を目処に評価）

※詳細は募集要項第4章をご確認ください。



戦略的創造研究推進事業の特長
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制度説明



2025年度応募・採択データ募集案内
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CREST（2025年度採択率 7.3％）

. 男性 女性 合計

応募数 1,533 201 1,734

採択数 145 23 168

さきがけ（2025年度採択率 9.7％）

. 男性 女性 合計

応募数 621 123 744

採択数 95 15 110

ACT-X（2025年度採択率 14.8％）

（ACT-Xの2025年度学生応募・採択数： 修士課程：採択6件/応募24件、 博士課程：採択31件/応募130件）

. 男性 女性 合計

応募数 762 64 826

採択数 58 2 60



募集案内 応募数・採択数・採択率の推移
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CREST・さきがけ・ACT-Xの標準スケジュール制度説明

１年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 ７年次 ８年次２年次

募集

募集

課題中間評価 課題事後評価

領域中間評価 領域評価

課題事後評価

領域評価
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CREST

さきがけ

ACT-X

募集 課題事後評価

領域評価

1年次採択

2年次採択

3年次採択

1年次採択

3年次採択

1年次採択

2年次採択

加速フェーズ

課題事後評価

2年次採択 加速フェーズ

3年次採択 加速フェーズ



募集から研究開始までの流れ募集案内
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募集

書類選考

面接選考

選定

研究領域ごとに研究提案を募集

研究総括、領域アドバイザーなどが提案書をも
とに面接対象者を選考

研究総括、領域アドバイザーによる面接選考

研究総括による選考結果を受け、
JSTが研究提案者および研究課題
を選定 研究計画

の作成

研究契約
の締結

研究開始

研究総括等のもと、研究提案者が
研究計画を作成

各研究実施場所において、研究を実施

研究者の所属する研究機関と
研究契約を締結



Q 
e-Radから応募する際に「研究インテグリティに関する誓約をしていない研究者が参加し
ているため、応募できません」というエラーが出てくるのですが、対処法をご教示ください

A 以下をお試し下さい（CRESTの場合は、主たる共同研究者も必須）

よくある質問について募集案内



2026年度 募集について募集案内

募集締切までにe-Radを通じた応募手続きが完了していない提案については、

いかなる理由があっても審査の対象とはいたしません。

選考期間 6月上旬～8月上旬※

研究開始 10月1日

※面接選考会はオンラインで実施します。
※最新の募集スケジュールは募集HPをご確認ください

募集領域と締切

13

CREST 12領域
さきがけ 1領域※

募集
締切

6月2日（火）
午前12時（正午）

さきがけ 14領域
ACT-X    4領域

募集
締切

5月26日（火）
午前12時（正午）

スケジュール

※さきがけ「エクスポソーム」



フランスANRとの日仏共同提案募集（CREST）
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募集案内

⚫ JSTは日仏の科学研究における協力促進を目的に、2017年12月にフランスの
ANR（国立研究機構）と協力枠組み合意を締結。CRESTの枠組みの中で、日仏
研究者による日仏共同研究プロジェクトを支援

⚫ 2026年度のCRESTの提案募集では、以下の２研究領域で通常の研究提案に加
えて、日仏共同研究グループによる共同研究提案を募集。

CREST

・予測・制御のための数理科学的基盤の創出
(研究総括：小谷 元子)

・人とAIの共生・協働社会を実現する学際的システム基盤の創出
(研究総括：和泉 潔)

＜応募・選考の流れ＞
1． 日仏の研究代表者で１つの共同研究提案書（英語、CREST-ANR共通書式）を作成
2． 仏側研究代表者がANRへ提案を申請

・ANR申請受付期間：2026年4月7日（火）～6月2日（火）10:00 CEST
3. 日本側研究代表者がJST（CREST）へ提案を申請

・通常のCREST提案募集期間中にe-Radを通じて申請してください。
4. ANRとJSTが各々提案の審査を行った後、両機関で協議の上採択を決定。
5. 研究開始＜2026年10月以降＞

※詳細は提案募集webサイトをご確認ください

http://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/top/koubo.html
http://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/top/koubo.html
http://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/top/koubo.html
http://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/top/koubo.html
http://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/top/koubo.html


2026年度募集における主な変更点・留意点
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募集案内

2025年度から
⚫ CREST・さきがけ・ACT-Xの選考の観点及び提案書様式が変更となりました。

2026年度から
⚫ CREST及びさきがけの選考においては、国際展開（国際連携の計画、期待される

国際的波及効果等）の観点を強化します。ただし、分野特性や研究段階に応じて、
その実施形態は多様であり、国際共同研究を必ずしも求めるものではありません。
（募集要項「5.1.3 選考の観点」参照）

⚫ e-RadのPDF変換機能が廃止されました。申請様式ファイルは各自でPDF化し、
PDFリーダー上でテキストをコピーペーストした際に文字化けが発生しないことを必
ず確認のうえ、提出してください。
（募集要項「8.1 府省共通研究開発管理システム（e-Rad）による応募に当たっての注意事項」参照）

⚫ 「直接経費から研究代表者（PI）の人件費の支出」について、CREST主たる共同研
究者も対象となりました。
（募集要項「5.2.3 研究費」参照）

⚫ 研究セキュリティの対象となる研究領域が拡大となりました。
（募集要項「6.5 研究活動の国際化、オープン化に伴う新たなリスクに対する研究インテグリティ及び
研究セキュリティの確保」参照）
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⚫e-Radに備わるファイルをPDFに変換する機能は、令和8年3月にサービスを終了しまし
た。ご自身が保有する文書作成アプリ等を利用してPDF形式へ変換した上で、e-Radへ
アップロードしてください。

⚫PDF変換にあたっての注意点

➢ PDFへの変換後、PDFリーダー等を用いて、コピーペーストした際にテキストの文
字化けが発生しないこと、図形抜けなどが無いことを必ず確認してください。一部
のアプリによるPDF化では、PDFに埋め込まれたテキストが正しい文字コードでは
ない場合があります。

➢ PDFに変換した研究提案書の容量は、【3 MB以内を目途】としてください
（10 MBを超えるファイルはアップロード不可）。

➢ PDF変換前に、修正履歴や校閲コメント等を削除してください。

➢ PDF変換されたファイルにページ番号が振られているか確認ください。

募集案内 研究提案書のPDF化について

研究提案書は、e-Radへアップロードする前にPDF形式への変換が
必要です。

※詳細は募集要項第8章をご確認ください。



CREST 応募要件（領域共通）
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募集案内

研究代表者の要件

研究体制の要件

研究機関の要件

• 研究代表者の研究構想を実現する上で最適な体制であること。
• 共同研究グループは研究構想実現のために必要不可欠であって、研究目的の達成に向けて大きく貢献

できること。

※JSTから海外機関への資金拠出を伴わない形での国際共同研究や研究協力を歓迎します。
 海外機関に対してJSTから研究費の提供を行う必要がある場合は、研究提案書様式5-3にて詳細をご説
明ください。

• 研究機関は、研究を実施する上で、委託研究費の原資が公的資金であることを十分認識し、関係する法
令等を遵守するとともに、研究を効率的に実施するよう努めなければなりません。

• 応募に際しては、研究の実施を予定している研究機関の事前承諾を確実に得てください。

※詳細は募集要項第2章をご確認ください。

• 研究代表者となる研究提案者自らが、国内の研究機関に所属して当該研究機関において研究を実施す
る体制を取ること(研究代表者の国籍は問いません）。

• 全研究期間を通じ、研究チームの責任者として研究課題全体の責務を負うことができる研究者であること。
※その他、研究倫理教育プログラムの終了や研究不正等への対応を誓約できることなどが要件になります。



CREST 応募要件（領域共通）

18

募集案内

• 研究体制の要件（続き）

✓ 複数の組織(研究室、部局、研究機関等)が１つのグループに入っても構いません。

✓ ただし「異なる組織に所属するメンバーが執行する研究費の管理を、グループを主宰する研究者
（研究代表者、主たる共同研究者）の所属機関が行えること」が必須。この対応が不可である場合
は、異なる機関に所属する研究者は別の共同研究グループとすること。

✓ 同一機関に所属する場合であっても、個別に経費執行する必要がある場合等は、別の共同研究グ
ループとすること（下図はグループの構成例）。

※詳細は募集要項第2章をご確認ください。



CREST 選考基準（領域共通）
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CRESTの各研究領域に共通の選考基準は、以下の通りです。
a.～e.の全ての項目を満たしていることが必要です。

募集案内

※研究費の「不合理な重複」ないし「過度の集中」にあたるかどうかも、選考の要素となります。
※研究領域ごとの募集方針も合わせてご確認ください。

※詳細は募集要項第5章をご確認ください。

a.目的・趣旨…CREST及び研究領域の趣旨に合致し、研究領域が目指す成果の創出が
期待されること。

b.独創性・優位性…国内外の動向等を踏まえ、提案内容が独創性・優位性を有していること。

c.目標・計画…実施期間内に達成する目標、国際展開も含む実施計画及び予算計画が具体的
かつ適切であること。

d.実施体制…提案内容の遂行に最適な実施体制を構築していること。

e.遂行能力…提案内容の遂行に必要な活動実績及び責任能力を有していること。



さきがけ 応募要件（領域共通）
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募集案内

研究提案者の要件

研究機関の要件

• 研究提案者は、個人研究者となる方ご本人であること。
• 自らが研究構想の発案者であるとともに、その構想を実現するために自立して研究を推進する研究者。
• 日本国籍を持つ研究者もしくは日本国内で研究を実施する外国籍研究者。

* 日本語による事務処理の対応が可能であること(あるいは対応が可能な環境にあること)も要件となります。

• 全研究期間を通じ、自身のさきがけ研究課題を責任をもって遂行することができる研究者であること。
• 全研究期間を通じて研究機関等に所属する等し、当該研究機関において研究を実施可能であること。
※ その他、研究倫理教育プログラムの修了や研究不正等への対応を誓約できることなどが要件になります。

• 研究機関は、研究を実施する上で、委託研究費の原資が公的資金であることを十分認識し、関係
する法令等を遵守するとともに、研究を効率的に実施するよう努めなければなりません。

• 応募に際しては、研究の実施を予定している研究機関の事前承諾を確実に得てください。
• JSTに雇用され、さきがけ専任研究者として研究を実施する場合は、JSTと研究機関との間で出向

契約を締結します。このことについても研究機関に事前承諾を得てください。

※詳細は募集要項第3章をご確認ください。

海外の研究機関での研究実施に関する要件

• 海外の研究機関等で研究実施を希望される場合、海外での研究実施を希望する理由を研究提案書
様式7に記載してください。

• 原則としてJSTが提示する内容で共同研究契約を締結しなければなりません。そのことについて、海
外研究機関の契約担当部局責任者の事前了承を示す所定の様式（海外研究機関向け/契約締結に
関する事前確認様式）を、面接選考会までに提出してください。

• 調整期間はJSTが交渉を開始してから原則3ヶ月までとさせていただきます。また、研究者ご本人が海
外研究機関の契約担当者への説明等を行う必要が発生する場合があることも予めご了承ください。



さきがけ 選考基準（領域共通）
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さきがけの各研究領域に共通の選考基準は、以下の通りです。
a.～d.の全ての項目を満たしていることが必要です。

募集案内

※研究費の「不合理な重複」ないし「過度の集中」にあたるかどうかも、選考の要素となります。
※研究領域ごとの募集方針も合わせてご確認ください。

※詳細は募集要項第5章をご確認ください。

a.目的・趣旨…さきがけ及び研究領域の趣旨に合致し、研究領域が目指す成果の創出が期待され
ること。

b.独創性・優位性…国内外の動向等を踏まえ、提案内容が独創性・優位性を有していること。

c.目標・計画…実施期間内に達成する目標、将来的な国際展開も含む実施計画及び予算計画が
具体的かつ適切であること。

d.遂行能力…提案内容の遂行に必要な活動実績及び責任能力を有していること。
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• 採択時に研究機関に所属している方は、その所属機関を委託研究契
約の予定先として、さきがけ研究を実施します。所属機関以外で研究
を実施することも可能ですが、JSTは実際にさきがけ研究費を執行す
る所属機関と委託研究契約を締結します。

募集案内

研究機関に所属

さきがけ専任研究者

• 採択時に研究機関、企業等に所属されていない、あるいは所属機関
の都合により退職せざるを得ない方をJSTがその必要性を厳格に審
査したうえで「さきがけ専任研究者」としてJSTにて雇用します。

• 研究実施にあたって、雇用開始日と同日付で、専任研究者を受入先
の研究機関・企業等（受入先研究機関）に出向する契約を締結し、専
任研究者は受入先研究機関にて研究を実施していただきます。

• 安全衛生管理等の観点から、専任研究者の研究実施機関は国内研
究機関のみとし、海外研究機関は対象外とします。

• 受入先研究機関においてさきがけ専任研究者に裁量労働制が適用さ
れることが前提となります。

さきがけ 参加形態（領域共通）

※詳細は募集要項第3章をご確認ください。



ACT-X 応募要件（領域共通）
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募集案内

研究提案者の要件

研究機関の要件

• 研究提案者は、個人研究者となる方ご本人であること。
• 研究提案者は、2026年4月1日時点で博士の学位取得後8年未満の方であること。
   * 博士の学位未取得の場合は、2026年4月1日時点で学士の学位取得後13年未満であること。
   * 学位を取得後に取得した産前・産後の休暇・育児休業の期間を除くと上記該当年数未満となる者であること。
  上記に関わらず、学生の方は大学院生に限り応募が可能です。

• 自らが研究構想の発案者として研究提案書を執筆するとともに、その構想を実現するために自立して
研究を推進すること。

• 修士課程もしくは博士課程在学中の学生が応募する際は、学生及び指導教員等が双方署名の上、
JSTの提示する事項を確認したことを示す確認書をe-Radを通じて提出ください。

• 個人研究者が採択時に日本国内の研究機関において研究を行っており、かつ、ACT-X研究終了まで
日本国内の研究機関において研究を実施することが可能であること。

   * 大学院生の方で、2.5年のACT-X研究期間中に卒業を迎える場合、卒業後もACT-X研究継続できるよう上記要件を満たすべく、最大
限努める意思があれば応募可能です。

   * 個人研究者の国籍は問いませんが、日本語による事務処理の対応が可能であること(あるいは日本語による事務処理を支援する要員
が居るなど、対応が可能な環境にあること)も要件となります。

   * ACT-Xでは制度の趣旨を踏まえて採択後の領域会議等を原則として日本語で実施しますので、一定程度の日本語コミュニケーション
能力が必要です。

• 全研究期間を通じ、自身のACT-X研究課題を責任をもって遂行することができる研究者であること。
※ その他、研究倫理教育プログラムの修了や研究不正等への対応を誓約できることなどが要件になります。

• 研究機関は、研究を実施する上で、委託研究費の原資が公的資金であることを十分認識し、関係する法令等を遵
守するとともに、研究を効率的に実施するよう努めなければなりません。

• 応募に際しては、研究の実施を予定している研究機関の事前承諾を確実に得てください。

※詳細は募集要項第4章をご確認ください。



ACT-X 選考基準（領域共通）
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ACT-Xの各研究領域に共通の選考基準は、以下の通りです。
a.～d.の全ての項目を満たしていることが必要です。

募集案内

※研究費の「不合理な重複」ないし「過度の集中」にあたるかどうかも、選考の要素となります。
※研究領域ごとの募集方針も合わせてご確認ください。

※詳細は募集要項第5章をご確認ください。

a.目的・趣旨…ACT-X及び研究領域の趣旨に合致し、研究領域が目指す成果の創出が期待され
ること。

b.独創性・優位性…国内外の動向等を踏まえ、提案内容が独創性・優位性を有していること。

c.目標・計画…実施期間内に達成する目標、実施計画及び予算計画が具体的かつ適切であること。

d.遂行能力…提案内容の遂行に必要な活動実績及び責任能力を有していること。



戦略的創造研究推進事業内における
重複応募の制限について(1)
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募集案内

• 重複応募の制限については、募集要項第7章をよくご確認ください。

• 現在、以下の立場にある方は、CREST・さきがけ・ACT-Xに研究提案者として原則応募できません。
・CRESTの研究代表者
・さきがけの個人研究者
・ACT-Xの個人研究者
・ERATOの研究総括、副研究総括
・（革新的先端研究開発支援事業）AMED-CRESTの研究開発代表者
・（革新的先端研究開発支援事業）PRIMEの研究開発代表者
・（革新的先端研究開発支援事業）FORCE、LEAPの研究開発代表者

応募制限について



戦略的創造研究推進事業内における
重複応募の制限について(2)
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募集案内

同時実施について

• 現在CRESTの「研究代表者」・さきがけの「個人研究者」は、研究期間が2026年度に終了する場合に限り、
CRESTの「研究代表者」又はさきがけに応募し、実施することが可能です。また、ACT-Xに応募することはできま
せん。

• 現在CRESTの「研究代表者」は、CRESTに「主たる研究者」又は「その他の研究参加者」として応募することが可
能です。

• 現在ACT-Xの「個人研究者」は、CRESTの「研究代表者」及びさきがけに応募が可能です。 ただし、採択された
場合は年度末をもってACT-X研究は終了となります（早期終了）。

• 2026年度のCREST・さきがけ・ACT-Xへの応募が採択候補となった結果、JSTが運用する全ての競争的資金制
度等を通じて、複数の研究課題等へ参加となった場合には、研究費の減額や、当該研究者が実施する研究を1
件選択する等の調整を行うことがあります。調整対象は研究提案者本人に加え、CRESTへの応募の場合は「主
たる共同研究者」や「その他の研究参加者」も含まれます。

• 重複応募の制限については、募集要項第7章をよくご確認ください。

応募先の立場

現在の立場

CREST さきがけ ACT-X

研究代表者
主たる

共同研究者
その他の

研究参加者
個人研究者 個人研究者

CREST

研究代表者 ×※ ○ ○ ×※ ×

主たる共同研究者 ○ ○ ○ ○ ○

その他の研究参加者 ○ ○ ○ ○ ○

さきがけ 個人研究者 ×※ ○ ○ ×※ ×

ACT-X 個人研究者 ○ ○ ○ ○ ×※



戦略的創造研究推進事業内における
重複応募の制限について(3)
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募集案内

• 重複応募の制限については、募集要項第7章をよくご確認ください。

同時応募について

応募先２の立場

応募先１の立場

CREST さきがけ ACT-X

研究代表者 主たる
共同研究者

その他の
研究参加者

個人研究者 個人研究者

CREST

研究代表者 × ○ ○ × ×

主たる共同研究者 ○ ○ ○ ○ ○

その他の研究参加者 ○ ○ ○ ○ ○

さきがけ個人研究者 × ○ ○ × ×

ACT-X 個人研究者 × ○ ○ × ×

• 2026年度に公募を行うCREST・さきがけ・ACT-X・AMED-CREST・PRIMEのすべての研究領域又は研究開発領
域、LEAPの中から、研究提案者として1件のみ応募できます。

• CREST・さきがけ・ACT-Xに研究提案者として応募しつつ、 CRESTの「主たる共同研究者」及び「その他の研究
参加者」として応募することは可能です。

• CREST・さきがけにおいて、2025年度に前年度特定課題調査対象となった研究代表者は、指定領域のみ応募
が可能です。



戦略的創造研究推進事業内における
重複応募の制限について(4)
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募集案内

• 創発的研究支援事業への応募と、CREST研究代表者・さきがけ個人研究者としての応募を並行し
て行うことは可能ですが、両方を同時に実施することはできません。CREST主たる共同研究者・
ACT-X個人研究者については同時応募・重複実施が可能です。

  
• 現在、研究代表者（個人研究者）として創発的研究支援事業を実施中の場合でも、今回募集してい

るCREST研究代表者・さきがけ個人研究者としての応募が可能です。CREST、さきがけに採択され
た後の創発的研究支援事業の研究課題については創発的研究支援事業担当者にご確認ください。

• 重複応募の制限については、募集要項第7章をよくご確認ください。



研究領域ごとの選考方針について
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⚫ 研究領域の概要
⚫ 研究期間、研究費（直接経費）
⚫ 募集・選考・研究領域運営にあたっての研究総括の方針

※研究提案募集ウェブサイトで説明会動画や資料を掲載しています。是非ご
覧ください。

⚫ 戦略目標

研究提案募集ウェブサイト
https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian.html

募集案内

研究領域ごとに研究提案を募集します。

研究提案に際しては、必ず以下の内容をご確認ください。

https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian.html


例年、受付時間直前での応募によるトラブルが相次いでおります。

〆切に余裕をもって応募いただけるようお願い致します。

研究提案の応募方法

30

※ JSTは、提案の受理・不受理を問わず、募集締切時刻までに発生する様式不備ならびに本文
の不備についての一切の責任を負いません。

 従って、募集締切時刻までに、JSTは提案者に事前確認のうえでの提案書の訂正、もしくは、提
案者に対する訂正依頼行為の一切を行わないことにつき、予めご承知おきください。

〆切後は提案を一切受理しませんので、ご留意下さい。

〆切後に提案の引き戻しを行うと「不受理」となりますので、ご注意ください。

府省共通研究開発管理システム（e-Rad）
により受け付けます。

※ログインID、パスワードをお持ちでない方は速やかに研究者登録をお済ませください。

募集案内



参考：X等による情報発信
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CREST・さきがけ・ACT-X X（旧twitter） @JST_Kisokenkyu

においても募集に関する情報を発信しています。

募集案内



研究提案募集に関するお問合せ
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●研究提案募集に関するお問合せは電子メールでお願い致します。

問い合わせ専用メールアドレス

rp-info@jst.go.jp
※2026年10月～2027年2月は問い合わせ専用メールアドレスを休止しています。

上記期間は、各プログラムの担当窓口にお問い合わせください。

CREST：crest@jst.go.jp / さきがけ：presto@jst.go.jp / ACT-X：act-x@jst.go.jp

募集案内

募集締切までにe-Radを通じた応募手続きが完了していない提案に
ついては、いかなる理由があっても審査の対象とはいたしません。

●研究提案募集に関する詳細は、以下ウェブサイトをご覧ください

https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian.html
※書類・面接選考会、選考結果通知の予定等、情報を適宜更新します。
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